科学と社会（第５回）http://www.hagiya.org/sci/

2006.11.2　萩谷　宏

近代科学の成立と科学者

レオナルド・ダ・ヴィンチ(1452-1519)

　多分野にわたる業績

　ルネサンス期の巨人

大航海時代

　コロンブスの航海　1492

　ヴァスコ・ダ・ガマの喜望峰－インド航路開拓　1497

　マゼランの地球１周　1519-1522

緯度航法

プトレマイオスの天文学を基礎

→修正の必要　地動説へのきっかけ

コペルニクス「天球の回転について」1543

ジョルダノ・ブルーノ　もともと僧侶

　1576　聖職を離れる　各地で公然と教会公認の天動説を批判

　二重真理説さえも拒否。７年間獄舎につながれ、1600ローマで火刑にあう

ヴェサリウス　ベルギー生まれ

　「人体の構造について」1543

　300枚以上の精密な木版刷りの人体解剖図

　パリ大学で医学を学ぶ。…ギュンテルの講義への批判　みずから解剖しない

　身分の問題　解剖は理髪師（外科医）が行い、さげすまれている

　パドア大学医学部(1537-)にて、解剖の実物説明と講義が義務

　ガレノスの誤りを200ヶ所以上指摘。

ハーヴェイ　イギリス・ロンドンの医者　1578-1657

「心臓ならびに血液の運動について」1628

　心臓からの血流－肺循環が未解明

　下等動物から、比較解剖学的に調べてみる

　静脈弁－血液の流れの方向を制御　動脈と静脈の結合の確認　肺循環

アグリコラ　ドイツ、1494-1555

　「金属の書」（デ・レ・メタリカ）

　医者、鉱山の機械類、動力装置などを292枚の木版画で記述

　労働条件、保健、排水や換気、選鉱や輸送、冶金技術

　精密な観察を元にした記録

ギルバート　1544-1603

　「磁石について」1600

　地球は磁石である：仮説　ミニチュアで実験

フランシス・ベーコン1561-1626　イギリス

　“人間帝国の領域の拡大”“知は力なり”（ホッブス？）

　議論のために議論に明け暮れるスコラ学は役に立たない！

　人間生活改善に役立ったものは何か－印刷術、火薬、羅針盤

　技術の有用性を強調。

　自然界から直接学ぶことを推奨

　実験の必要性を強調

　職人の生産労働を基礎

ガリレオ・ガリレイ

　物体の落下　ピサの斜塔での実験　→自由落下の法則

　“宇宙は数学の言葉で書かれている”　数学による運動の理解

　天文学　望遠鏡を天に向けて観察　（1609、望遠鏡の入手）

　木星の４大衛星の観察、木星の周りを回る天体と認識

太陽の黒点の認識　→太陽も自転している　地動説の有力な根拠へ

　ローマに出かけて王侯、枢機卿、学者らに望遠鏡を使わせる

　しかし、教会の反発は激しかった

　1616　地動説を異端として、ローマ法王庁が布告

　1632　「天文対話」を出版　→1633　宗教裁判にかけられる

トリチェリ　1608-1647　ガリレイの晩年の弟子

　他にヴィヴィアニなど…フィレンツェ実験アカデミー

トリチェリの真空

　水銀をつめた管を倒立させると、76cm以上上にはいかない。

　“自然は真空を許さない”というアリストテレス学派に打撃

パスカル1623-1662

パスカルの真空実験　ガラス管で追実験

“真空ではなく火元素がつまっている”という主張を退ける

デカルト

　機械的自然観

　さまざまな機能をもつ器官の集合体として生物を理解

　宇宙は進化・発展する、という認識を示す

ボイル

ニュートン　1642-1727

フック

ヴォルテール

リンネ

　生物の種の認識、二名式命名法　分類学の基礎、系統の概念

ブラック

プリーストリ

ラヴォアジエ

ヴォルタの電池

エルステッド

アンペール

モールス

オーム

ファラデー

ジュール

マイヤー

ヘルムホルツ

キュビエ

ライエル

ラマルク

ダーウィン







